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エス・エス・ジェイ株式会社

カスタマーサポート部

芳野 茂

第二部

SuperStream-FA+資産除去債務対応方針について

本資料は、2008年3月31日までに公表された 「資産除去債務に関する会計基準」・「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」
等に基づいて作成しております。
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０. 前提条件

20080630版以前のバージョンでは、モジュールを適用できませんので、

“SP20090731版”まで
バージョンアップしていただくようお願いします。

資産除去債務対応モジュール適用バージョン

■ ”SP20090731版“ ■ ”SP20090731版[PB11]”

※SP20090731版補足パッチ、ＦＡ+0067、

ＦＡ+0068まで適用されていることが前提。

※ＦＡ+0069まで適用されていることが前提。
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“資産除去債務の概念”
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1. 資産除去債務の概念

取得 除却

有形固定資産

資産除去債務除去費用分

減価償却による期間配分

取得価額 割引前将来キャッシュフロー

割引現在価値計算

実際の除却時点までの各期間に
わたって割引に応じた利息費用
が認識され、債務が増加する。

B/S

取得時に計上された有形固定
資産と併せて、減価償却に
よって費用配分が行われる。
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“SuperStream-FA+ ”
～資産除去債務対応(全体概要)～
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2-1. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (全体概要)
～資産除去債務 処理の流れ（既存資産の除去債務登録）～

資産番号、除去債務等の

情報を登録し、除去債務

計算CSVを作成する。

外部データ取込
→入力データ更新

処理のフロー

①対象資産の
洗い出し

②除去債務の
見積り・算定

③除去債務の
登録

④除去債務の
計上

⑤償却計算及び
確認帳票

⑥除去債務の
増加計上

除去債務
計算CSV

抽出資産
CSV 除去債務内訳表

仕訳データ作成
（除去債務増加計上）

仕訳データ作成
（既存除去債務計上）

除去債務資産
一括登録

除去債務
計算処理

資産データ
抽出処理
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2-2. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (全体概要)
～資産除去債務 処理の流れ（新規資産の除去債務登録）～

資産番号、除去債務等の

情報を登録し、除去債務

計算CSVを作成する。

外部データ更新

処理のフロー

①対象資産の
洗い出し

②除去債務の
見積り・算定

③除去債務の
登録

④除去債務の
計上

⑤償却計算及び
確認帳票

⑥除去債務の
増加計上

除去債務
計算CSV

抽出資産
CSV 除去債務内訳表

仕訳データ作成
（除去債務増加計上）

仕訳
データ作成

資産記帳または
外部データ取込

除去債務
計算処理

資産データ
抽出処理
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“SuperStream-FA+ ”
～資産除去債務対応(詳細)～
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3-1. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～事前準備項目①～

＜勘定科目登録画面＞

利息費用 資産除去債務

除去債務増加計上仕訳例

固定資産

除去特別損失

資産除去債務

減価償却累計

資産除去債務計上仕訳例

【勘定科目登録】

①除去特別損失
・既存除去債務計上仕訳の借方科目として使用。
・集計先コード＝「特別損失計」となる内部コードを指定。

②資産除去債務
・既存除去債務計上仕訳の貸方科目として使用。
・除去債務増加計上仕訳の貸方科目として使用。
・集計先コード＝「固定負債計」となる内部コードを指定。

③利息費用
・除去債務増加計上仕訳の借方科目として使用。
・集計先コード＝「一般管理費計」や「間接製造経費計」となる
内部コードを指定。

④その他
通常の資産と除去債務資産で科目を分けて管理する場合、
固定資産科目、減価償却費科目、減価償却累計科目を
別途登録する必要があります。

■仕訳例
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3-2. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～事前準備項目②～

＜システム区分登録画面＞

【伝票発番コントロールマスタ登録】

①支店コードごとに、システム区分を追加登録して下さい。

＜伝票発番コントロールマスタ登録画面＞

【システム区分登録】

①3N：固定資産除去債務増加仕訳
固定資産の除去債務増加計上仕訳を作成する場合、登録が必要。

②3P：リース資産除去債務増加仕訳
リース資産の除去債務増加計上仕訳を作成する場合、登録が必要。
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【取得形態マスタ設定】
①既存除去債務計上仕訳の貸方科目の設定

②除去債務増加計上仕訳の貸方科目を設定

3-3. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～事前準備項目③～

＜取得形態マスタ設定画面＞

利息費用 資産除去債務

除去債務増加計上仕訳例

固定資産
除去特別損失

資産除去債務
減価償却累計

資産除去債務計上仕訳例

＜メニューグループ登録画面＞【メニューグループ登録】
①今回新たに追加された画面、帳票をメニューグループ登録。

メニュー画面からプログラムを呼び出せるようにします。

除去債務内訳表FP058000

仕訳データ作成(除去債務増加計上)FB055000

仕訳データ作成(既存除去債務計上)FB054000

除去債務資産一括登録FB053000

除去債務計算処理FB052000

資産データ抽出処理FB051000

プログラム名プログラムID
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3-4. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～①対象資産の洗い出し～

処理のフロー

①対象資産の
洗い出し

②除去債務の
見積り・算定

③除去債務の
登録

④除去債務の
計上

⑤償却計算及び
確認帳票

⑥除去債務の
増加計上

＜資産データ抽出処理画面＞【機能内容】

①資産除去債務の対象となる通常資産をCSVファイルに出力。

管理単位、資産番号、取得日、状況、種類、構造用途、細目、
負担部門、設置場所、申告先、機能コード1～8

②CSVファイル出力後、以下の項目を設定し、除去債務

計算処理でデータを取込む。
既存資産

新規資産

抽出条件項目

管理単位、資産番号１、資産番号２、取得形態、除去債務計上日、
除去履行予定日、除去債務見積額、特別損失科目、特別損失補助
科目、特別損失負担部門、除去費用科目、除去費用補助科目、
除去費用負担部門

管理単位、資産番号1、資産番号2、除去債務計上日、除去履行予
定日、除去債務見積額、除去費用科目、除去費用補助科目、除去
費用負担部門



© 2010 SSJ K.K. All rights reserved. 14

3-5. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～①対象資産の洗い出し ポイント～

【ポイント】

①除去債務資産として登録された資産は、抽出対象とはなりません。

②作成されたCSVファイルを、Ｅｘｃｅｌで編集する場合、コード番号の前ゼロが消えて

「00300」→「300」と表示されたり、年月項目が「2006/06」→「Jun-06」のように表示されますので、

セルの書式設定のユーザ定義にて「00000」や「YYYY/MM」をご指定して下さい。

③SP20100630版で、本体資産と除去債務資産を同一資産に統合する場合、

除去債務資産に紐づく本体資産の情報(管理単位、資産番号1、資産番号2)が必要となりますので、

本体資産と除去債務資産との関連付けを別途、管理・記録しておいてください。

④取得形態コードの変更を行わず、除去債務資産の登録を行うと、既存除去債務計上仕訳の貸方科目が

「資産除去債務」以外の科目となってしまいますので、除去債務計算CSVを作成する際にはご注意ください。

⑤除去債務計算CSV の作成要領につきましては、FA+0070マニュアル(付録B)をご参照下さい。
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3-6. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～②除去債務の見積り・算定～

処理のフロー

①対象資産の
洗い出し

②除去債務の
見積り・算定

③除去債務の
登録

④除去債務の
計上

⑤償却計算及び
確認帳票

⑥除去債務の
増加計上

＜除去債務計算処理画面＞

【機能内容】

登録した除去債務計算CSVを読込み、資産除去債務の
割引現在価値、利息額、減価償却費を計算。
そして、下記のマスタおよび、除去債務計算CSVを更新する。

除去債務資産テーブル(FAKJSTBL)、除去債務月別利息マスタ(FAJTRMST)

既存資産

①除去債務計算CSVと指定した割引計算利子率、特別損失計上日を元に
取得時点の資産除去債務の割引現在価値を計算する。

②特別損失計上時点迄の利息額を計算し、割引現在価値に加算して、
特別損失計上時点の除去債務残高を算出する。

③特別損失計上時点の減価償却総累計額を計算し、除去債務資産
テーブル、除去債務計算CSVを更新する。

新規資産

①除去債務計算CSVと指定した割引計算利子率を元に、債務計上時点の
資産除去債務の割引現在価値を計算し、除去債務資産テーブル、除去

債務計算CSVを更新する。
※既存・新規資産共に、取得時から除去債務履行までの利息計算を行い、
除去債務月別利息マスタの割引現在価値、各月の利息額を更新する。
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【ポイント】

①本処理は、管理単位マスタの現在処理年月が特別損失計上日以降でなければ実行できません。
(注意)決算月が3月の会社の場合、2010年4月に特別損失計上することになりますので、2010年3月までの月次更新が

完了している状態でなければ、本機能は使用できません。

②除去債務計算CSVの一行目は、見出し行として認識されますので、見出し行を削除しないようご注意下さい。

③計算ボタンを押すと、計算した結果がCSVに反映されます。

④更新ボタンを押すと、計算した結果が除去債務テーブル、除去債務月別利息マスタに反映されます。

⑤除去債務資産一括登録を行う前であれば、計算ボタン・更新ボタンは何度でも実行可能です。

⑥自動計算された金額でなく、手計算した金額で登録を行いたい場合には、計算ボタンではなく
更新ボタンを押して除去債務テーブル、除去債務月別利息マスタに反映させて下さい。

⑦除去債務計算処理で発生したエラーについての原因、対処方法につきましては、
FA+0070マニュアル(付録A)をご確認下さい。

⑧除去債務計算処理での割引現在価値計算、月々の利息金額計算、減価償却累計額の算出、
特別損失額の算出の詳細につきましては、FA+0070マニュアル(付録D)をご確認下さい。

3-7. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～②除去債務の見積り・算定 ポイント～
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3-8. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～③除去債務の登録～

【機能内容】

除去債務計算処理にて作成された除去債務資産テーブル
(FAKJSTBL)を元に、外部データ取込で使用する入力
トランザクションワーク(FANTRWRK)を作成。
なお、作成対象資産は既存資産のみ。

※新規資産については、除去債務計算処理で算出された
割引現在価値を取得価額として、資産記帳画面または
外部データ取込にて登録して下さい。

＜除去債務資産一括登録画面＞

①対象資産の
洗い出し

②除去債務の
見積り・算定

③除去債務の
登録

④除去債務の
計上

⑤償却計算及び
確認帳票

⑥除去債務の
増加計上

処理のフロー
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【ポイント】

①既存資産のみが処理対象です。

対象資産
■ 「債務計上日 ＜ 特別損失計上日」となる資産
■ 除去債務資産テーブルの外部取込用データ作成区分が「0：未作成」の資産

対象外資産
■ 「債務計上日 ≧ 特別損失計上日」となる新規資産
■ 外部取込用データ作成区分が「1：作成済」になっている資産

②入力トランザクションワークを作成した後、再度正しい情報で登録したい場合には、
以下の手順で修正してください。

Ⅰ．外部データ取込
Ⅱ．入力データ更新
Ⅲ．資産データの削除
Ⅳ．除去債務計算CSVをメンテナンス
Ⅴ．除去債務計算処理にて計算・更新
Ⅵ．除去債務資産一括登録を実行
Ⅶ．外部データ取込
Ⅷ．入力データ更新

3-9. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～③除去債務の登録 ポイント～



© 2010 SSJ K.K. All rights reserved. 19

3-10. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～④除去債務の計上～

処理のフロー

①対象資産の
洗い出し

②除去債務の
見積り・算定

③除去債務の
登録

④除去債務の
計上

⑤償却計算及び
確認帳票

⑥除去債務の
増加計上

＜仕訳データ作成（既存除去債務計上）画面＞

【機能内容】

下記のマスタを参照し、既存資産の資産除去債務計上仕訳を
作成。

資産履歴マスタの新規取得データ(FARRKMST)、

除去債務資産テーブル(FAKJSTBL)、償却情報マスタ(FASJHMST)、

取得形態マスタ(FASTKMST)

①固定資産
②除去特別損失

③資産除去債務

④減価償却累計

資産除去債務計上仕訳例

①固 定 資 産：償却情報マスタの固定資産科目を設定。
金額は除去債務マスタの割引現在価値を設定。

②除去特別損失：除去債務マスタの特別損失科目を設定。
金額は除去債務マスタの特別損失額を設定。

③資産除去債務：取得形態マスタの取得貸方科目を設定。
金額は除去債務マスタの除去債務残高(特別損失計上日)を設定。

④減価償却累計：償却情報マスタの減価償却累計科目を設定。
金額は資産履歴マスタの減価償却累計額を設定。

設定方法
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【ポイント】

①[仕訳データ作成（既存除去債務計上）] の作成対象データは、以下の条件を満たすデータとなります。

■ 資産マスタの税/取得価額が￥０
■ 除去債務計上日の年度 ＜ 特別損失計上日の年度

②会社情報マスタの仕訳作成方法を「直接法」に設定しても、既存除去債務計上仕訳は間接法で作成されます。
直接法の仕訳を起票したい場合、除去債務内訳表を出力し、その金額を元にCOREにて起票してください。

③既存除去債務計上仕訳は再作成できません。

④既存の[仕訳データ作成]を行う前に[仕訳データ作成（既存除去債務計上）]を実行してください。
(注意)既存の[仕訳データ作成]を先に実行すると、既存除去債務計上仕訳ではなく取得仕訳が作成されます。

また、一度、取得仕訳を作成すると、既存除去債務計上仕訳が作成できなくなりますのでご注意ください。

3-11. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～④除去債務の計上 ポイント～



© 2010 SSJ K.K. All rights reserved. 21

3-12. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～⑤償却計算及び確認帳票～

処理のフロー

①対象資産の
洗い出し

②除去債務の
見積り・算定

③除去債務の
登録

④除去債務の
計上

⑤償却計算及び
確認帳票

⑥除去債務の
増加計上

【機能内容】

資産除去債務の償却計算方法は、通常の償却計算と同様。
はじめに除去債務計算CSVで指定した償却方法、耐用年数、
償却率にて償却計算を行う。

除去債務内訳表について

■ 下記のマスタを参照し、除去債務資産一覧を出力。

また、既存資産、新規資産どちらも出力可能です。

特別損失科目、減価償却累計額、特別損失額、割引現在価値
と既存資産の除去債務計上仕訳の科目・金額、除去費用科目、
当期増加額と除去債務増加計上仕訳の科目・金額

資産マスタ(FASSNMST)、除去債務資産テーブル(FAKJSTBL)、

除去債務月別利息マスタ(FAJTRMST)

■ 除去債務内訳表で確認できる項目

※除去予定日を元に、資産除去債務が1年以内か1年超かを
それぞれ集計するため、固定負債、流動負債の金額を確認
することが可能。

＜除去債務内訳表出力指示画面＞
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【ポイント】

①既存除去債務計上仕訳の内容を確認する場合、<除去債務内訳表>の以下の項目を確認して下さい。

■ 割引現在価値 → 固定資産科目の金額
■ 特別損失額 → 除去特別損失科目の金額
■ 債務残高（特損日） → 資産除去債務科目の金額
■ 減価償却累計額 → 減価償却累計科目の金額

②除去債務増加計上仕訳の内容を確認する場合、<除去債務内訳表>の以下の項目を確認して下さい。

■ 当期増加額 → 利息費用科目、資産除去債務科目の金額

③除去債務内訳表は、基準日の月度の金額を確認する帳票となりますので、当期増加額に
基準日と同月の金額が出力され、除去債務残高にも当期増加額が加算されます。
また、基準日に指定できる日付は、管理単位マスタの現在処理年月以降の日付になりますので、
【月次更新】を行ってしまうと、前月時点の帳票は出力できなくなりますので、必ず【月次更新】を行う前に、
本帳票を出力してください。

3-13. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～⑤償却計算及び確認帳票 ポイント～
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3-14. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～⑥除去債務の増加計上～

処理のフロー

①対象資産の
洗い出し

②除去債務の
見積り・算定

③除去債務の
登録

④除去債務の
計上

⑤償却計算及び
確認帳票

⑥除去債務の
増加計上

＜仕訳データ作成（除去債務増加計上）画面＞
【機能内容】

下記のマスタを参照し、時の経過による資産除去債務の

調整額について、除去債務増加計上仕訳を作成。

※既存資産、新規資産どちらも仕訳の作成対象です。

※新規資産については、遅延登録時に遅延分の利息額を一括計上。

除去債務月別利息マスタ(FAJTRMST)、

除去債務資産テーブル(FAKJSTBL)、取得形態マスタ(FASTKMST)

設定方法

①利息費用 ②資産除去債務

除去債務増加計上仕訳例

①利 息 費 用:除去債務マスタの除去費用科目を設定。
金額は除去債務月別利息マスタの該当月の利息額を設定。

②資産除去債務：取得形態マスタの取得貸方科目を設定。
金額は除去債務月別利息マスタの該当月の利息額を設定。
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【ポイント】

①[仕訳データ作成（除去債務増加計上） ]の対象は、以下の条件を満たしているデータです。

■ 伝票日付の年月と管理単位マスタの減価償却済年月が一致
■ 除去債務月別利息マスタの該当月の利息額

②同月内で、[仕訳データ作成（除去債務増加計上） ]を2回実行した場合、
仕訳データが二重でCOREに連携されてしまいますので、同月内では2回実行しないようご注意ください。

③除去債務増加計上仕訳は、配賦機能に対応しておりません。 ※SP20100630版にて対応予定です。

3-15. SuperStream-FA+資産除去債務対応 (詳細)
～⑥除去債務の増加計上 ポイント～
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“その他ご連絡事項”
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4-1. その他ご連絡事項

～SP20090731版 制限事項～

Ⅰ．除去債務資産について
■ 本体資産とは別資産として管理して下さい。

■ 税/取得価額＝￥0で登録して下さい。

■ 資本的支出(合算対象)の指定はできません。

■ 消費税額の入力はできません。

■ 申告先/申告種類の入力はしないで下さい。

■ 除去債務資産の圧縮記帳はできません。

■ 除去債務資産の一部移動・一部処分はできません。

Ⅱ．除去債務資産の資産タイプについて
■ 有形固定資産のみ登録可能です。

Ⅲ．既存の除去債務資産の減価償却累計額計算について
■ 5年均等償却には対応していません。

Ⅳ．仕訳データについて

■ 既存資産の除去債務計上仕訳は、間接法で作成されます。

■ 除去債務増加計上仕訳は、償却費仕訳と同一の作成タイミングとなります。

■ 処分年月の除去債務増加計上仕訳は、償却費仕訳同様作成されません。

■ 遅延登録した場合の除去債務増加計上は、一律遅延分を一括計上します。
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4-2. その他ご連絡事項

～SP20100630版 追加機能内容～

■ 除去債務利息計算表

■ 資産除去債務増減内訳表

■ 除去債務資産情報一覧表

除去債務単独資産と除去債務込の本体資産管理が可能になります。

資産登録時、現在価値の計算が可能になります。

除去債務資産の一部移動/処分が可能になります。

除去履行仕訳が作成可能になります。

以下の帳票を新規に作成します。
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ご清聴ありがとうございました
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